
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年６月 

大分市清掃管理課 

 
 
 
 
 

家庭ごみ有料化３年間の検証に関する 

ホームページ簡易アンケート 

 
＜調査結果＞ 

Administrator
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Ⅰ 調査概要

 

１．調査の目的

  家庭ごみ有料化３年間の

クルに関することについて、

 

２．対象者

   大分市ホームページ閲覧者

 

３．調査方法

   インターネット

   大分県電子申請システムの簡易申請手続きを活用した回答フォームを使用

 

４．調査期間

   平成２９年４月２０日

 

５．回答件数

   ３８件

 

６．調査結果の処理

  ○ 

にならないことがあり）

  ○ 

   

 

Ⅱ 調査結果

 

１．属性

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答

2.6%

調査概要 

１．調査の目的 

家庭ごみ有料化３年間の

クルに関することについて、

２．対象者 

大分市ホームページ閲覧者

３．調査方法 

インターネット

大分県電子申請システムの簡易申請手続きを活用した回答フォームを使用

４．調査期間 

平成２９年４月２０日

５．回答件数 

３８件 

６．調査結果の処理

 回答比率は、百分比の小数点第２位を四捨五入。（合計は必ずしも１００％

にならないことがあり）

 複数回答の質問の場合、その回答比率の合計は原則１００％を超える。

調査結果 

１．属性 

女性

47.4%

無回答

2.6%

 

 

家庭ごみ有料化３年間の

クルに関することについて、

大分市ホームページ閲覧者

インターネット 

大分県電子申請システムの簡易申請手続きを活用した回答フォームを使用

平成２９年４月２０日

６．調査結果の処理 

回答比率は、百分比の小数点第２位を四捨五入。（合計は必ずしも１００％

にならないことがあり）

複数回答の質問の場合、その回答比率の合計は原則１００％を超える。

 

男性

50.0%

女性

47.4%

性別性別性別性別

5人

7.9%

6

家庭ごみ有料化３年間の検証に向けて

クルに関することについて、広く

大分市ホームページ閲覧者 

大分県電子申請システムの簡易申請手続きを活用した回答フォームを使用

平成２９年４月２０日（水）～５月１２日

回答比率は、百分比の小数点第２位を四捨五入。（合計は必ずしも１００％

にならないことがあり） 

複数回答の質問の場合、その回答比率の合計は原則１００％を超える。

男性

50.0%

4人

31.6%

6人以上

5.3%

2 

検証に向けて、制度に関することやごみ減量・

広く市民の意見を募集するため

大分県電子申請システムの簡易申請手続きを活用した回答フォームを使用

～５月１２日

回答比率は、百分比の小数点第２位を四捨五入。（合計は必ずしも１００％

複数回答の質問の場合、その回答比率の合計は原則１００％を超える。

60歳代

5.3%

70歳代

5.3%

3人

21.1%

人

31.6%

同居の人数同居の人数同居の人数同居の人数

、制度に関することやごみ減量・

意見を募集するため

大分県電子申請システムの簡易申請手続きを活用した回答フォームを使用

～５月１２日（金） 

回答比率は、百分比の小数点第２位を四捨五入。（合計は必ずしも１００％

複数回答の質問の場合、その回答比率の合計は原則１００％を超える。

50

歳代

5.3%

歳代

5.3%

80歳以上

0.0%

10.5%

2人

23.7%

人

21.1%

同居の人数同居の人数同居の人数同居の人数

、制度に関することやごみ減量・

意見を募集するために行いました。

大分県電子申請システムの簡易申請手続きを活用した回答フォームを使用

 

回答比率は、百分比の小数点第２位を四捨五入。（合計は必ずしも１００％

複数回答の質問の場合、その回答比率の合計は原則１００％を超える。

40歳代

18.4%

50歳代

21.1%

歳以上

0.0%
年齢年齢年齢年齢

1人

10.5%

３０代以下が５０％

４０・５０代で４０％弱

、制度に関することやごみ減量・

に行いました。

大分県電子申請システムの簡易申請手続きを活用した回答フォームを使用

回答比率は、百分比の小数点第２位を四捨五入。（合計は必ずしも１００％

複数回答の質問の場合、その回答比率の合計は原則１００％を超える。

20歳未満

0.0%

30歳代

42.1%

年齢年齢年齢年齢

３０代以下が５０％

４０・５０代で４０％弱

、制度に関することやごみ減量・リサイ

に行いました。 

大分県電子申請システムの簡易申請手続きを活用した回答フォームを使用 

回答比率は、百分比の小数点第２位を四捨五入。（合計は必ずしも１００％

複数回答の質問の場合、その回答比率の合計は原則１００％を超える。 

歳未満

0.0%
20歳代

7.9%

３０代以下が５０％ 

４０・５０代で４０％弱 

歳代
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２．ごみ減量・リサイクルに関すること 

問４ ごみ減量・リサイクルの取り組み 

あなたやあなたと同居している家族は、日頃からごみの減量やリサイクルに取り

組んでいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 有料化の実施による意識の変化 

あなたは、家庭ごみ有料化の実施により、ごみ減量やリサイクルについて意識の

変化がありましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．家庭ごみ有料化に関すること 

問６ 有料化の対象となるごみ 

家庭ごみ有料化の対象となるごみについてお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日々取り組

んでいる

26.3%

自分たちに

負担がかか

らない範囲

で取り組ん

でいる

60.5%

意識はして

いるが、あ

まり取り組

んでいない

10.5%

取り組んで

いない

2.6%

これまでどおり、

「資源物」は、分

別を促進するため

対象外とした方が

よい

97.4%

「資源物」も減量

する必要があるこ

とから対象とした

方がよい

2.6%

 

実施前は意識

していなかっ

たが、意識す

るようになっ

た

23.7%

実施前から意

識していた

が、さらに意

識するように

なった

36.8%

実施前から意

識していた

が、その意識

に変化はない

36.8%

実施前も今も

特に意識して

いない

2.6%
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問７ 手数料収入の使途(ごみステーション等補助金) 

ごみステーション設置等補助金についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 手数料収入の使途(クリーン推進員) 

クリーン推進員報償金及びクリーン推進員校区連絡会議の活動経費の助成につ

いてどう思いますか。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 手数料収入の使途(生ごみ処理機器の購入補助) 

生ごみ処理機器の購入補助についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

31.6%

42.1%

10.5%

2.6%

7.9%

10.5%

10.5%

13.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

わからない

これまでどおりでよい

被せネット・シート：支給事業だけでよい

被せネット・シート：限度額を変更した方がよい

改修等：補助限度額を変更した方がよい

改修等：補助率を変更した方がよい

設置：補助限度額を変更した方がよい

設置：補助率を変更した方がよい

 

31.6%

42.1%

18.4%

21.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

わからない

これまでどおりでよい

活動経費の助成額を変更した方がよい

報償金額を変更した方がよい

 

21.1%

47.4%

26.3%

23.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

わからない

これまでどおりでよい

補助限度額を変更した方がよい

補助率を変更した方がよい
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問 10 手数料収入の使途(有価物集団回収運動) 

有価物集団回収(廃品回収)運動実施団体に対する報償金についてどう思います

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 

 

手数料収入の使途(基金) 

一般廃棄物処理施設の整備に要する経費に充てるため、基金を積み立てているこ

とについてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 

 

手数料収入の使途(その他) 

問７～１１以外で手数料収入を活用してほしいことはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.5%

10.5%

18.4%

26.3%

15.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

これまでどおりでよい

活動物品の種類を増やした方がよい

対象品目を増やした方がよい

回収に係る報償金を変更した方がよい

活動に係る報償金を変更した方がよい

 

もっと多くの

金額を基金に

積み立てた方

がよい

13.2%

基金よりもご

み減量・リサ

イクルに関す

る経費にたく

さん充てた方

がよい

42.1%

これまでど

おりでよい

44.7%

なし

84.2%

あり

10.5%

無回答

5.3%
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問 13 

 

制度の必要性 

家庭ごみ有料化制度は、ごみ処理に係る費用負担の公平性を確保することと、家

庭ごみの減量・リサイクルの推進を目的として実施しましたが、この制度の必

要性についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

必要だと思う

52.6%やむを得ない

31.6%

必要だとは思わ

ない

13.2%

無回答

2.6%
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問 14 

 

ご意見 

家庭ごみ有料化制度やごみ減量・リサイクルについてご意見等がございました

ら、どのようなことでも構いませんのでご記入ください。 

  

  意見あり １７件／３８件 

 

【内容別】 

指定ごみ袋について 

○ごみ袋が破れやすい、薄い、もっと丈夫にして。 (４件) 

○いろんな大きさがあって、ミニサイズまであるのは便利。  

○ごみ袋の価格が高い。 

○生活保護受給者へのごみ袋配布は必要ない。 

 

有料化制度について 

○有料化から 2 年。ごみの減量も頭打ちでは?他都市の事例を取り入れ分別と減量

の促進を。 

○継続の要否とは中止もあるのか。３年経過していないのにアンケートとは?ごみ

が減らない分析のためのアンケートなら必然性もある。  

 ○有料化はやめるべき。制度を実施して大幅にごみ減量できているのか? 

 

 

ごみ減量・リサイクルについて 

○ごみの減量は捨てない、リサイクルが一番。 

○若いころから意識づけを、出張授業など。伝える大切さもある。 

  ごみを捨てたらそこで終わりではない。自分の目の前からごみは消えても、世界

のどこかにごみは残る。 

○デパートなどでの洋服リサイクルプロジェクトは良いと思うが回数が少ない。費

用を充てて回数を増やしリサイクル促進を。 

○フードバンクは公民館やコンビニを起点に近くで回収できる仕組みを。 

○子どものおもちゃを気軽に市に寄付できる仕組みを。 

 

分別、ステーション、クリーン推進員 

○地域によって分別の方法が違うので戸惑う。 

○アパートの人にもごみステーションの当番をしてほしいが、担当になっても出て

こなければ環境も悪くなる。結局人の良い人にしわ寄せがくる。 

○クリーン推進員の活動が地域で見えてこない。もっと市民に知らせる必要がある

のでは。 

 

ポイ捨て防止、ごみ拾いパートナー制度 

○ポイ捨て防止の呼びかけとパートナー登録制度をもっと多くの市民に知らせて。 

○ボランティア袋へのパートナー登録番号の記入について、袋の受領時に説明を。 

 

 

  




